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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

神 福 寺 観 音 堂

旅 に 出 ま し ょ う

力 ・ 気 力 ・ 金 力 の 関 係 で な か な か 旅 には 行 け ま せ ん 。 だ か ら 、 今 日 は 、 架 空の 旅 行 を し ま し ょ う 。 こ こ に 一 冊 の 写真 集 が あ り ま す 。  【 い つ か は 行 き たい ・ 一 生 一 度 だ け の 旅 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ ５ ００ 】  。 重 さ は 約 二 キ ロ 。 さ あ 、 出 発

‼

　
ま ず は 〝 オ リ ノ コ 川 ク ル ー ズ 〞  。 南

米 ベ ネ ズ エ ラ を 流 れ る オ リ ノ コ 川 を 丸木 舟 で 進 み ま す 。 う っ そ う と し た ジ ャン グ ル 、 マ ン グ ロ ー ブ の 沼 。 コ ン ゴ ウイ ン コ 、 オ ウ ム 等 の 極 彩 色 の 鳥 。 水 面下 に は ピ ラ ニ ア や ア ナ コ ン ダ が 泳 い でい る 。 お お 、 怖 ！

　
想 像 す る だ け で 涼

　
少 し 秋 め い て き ま し た

ね 。 こ れ か ら は 、 旅 に は 良い 季 節 で す 。 し か し 、 体

し く な っ て き ま し た ね 。　 〝 ル ー ト

6 6で ア リ ゾ ナ を 行 く 〞  。 シ

カ ゴ か ら ロ サ ン ゼ ル ス ま で を 走 る ルー ト

6 6は 、 米 国 の 東 西 を 結 ぶ 重 要 な

ハ イ ウ ェ ー 。 写 真 に は 、 円 錐 形 の テン ト の モ ー テ ル が 見 え る 。 の ん び り泊 ま り な が ら 行 こ う 。 過 ぎ 去 っ た 青春 （ あ っ た か な ） 再 び ！

　
な ん て

ね 。　
車 も い い け ど 列 車 も 最 高 。  〝 シ ベ

リ ア 横 断 鉄 道 〞  。 モ ス ク ワ か ら 北 京ま で 六 日 間 。 最 初 の 四 日 間 は シ ベ リア の 何 も な い 荒 野 を 走 り 、 バ イ カ ル湖 を 過 ぎ 、 五 日 目 モ ン ゴ ル 平 原 へ 。夜 の う ち に 国 境 を 越 え 翌 日 は 万 里 の長 城 へ 沿 っ て 走 り 北 京 へ 。　
次 は ど こ に 行 き ま し ょ う 。 架 空 の

旅 は ど こ ま で も 。 ど こ ま で も 。

梶 田 隆 章 さ ん
重 力 波 な ど の 基 礎 科 学 研究 に 携 わ っ て き た 。 また 、 こ の 間 に 学 術 会 議 の会 長 も 経 験 し 、 そ の 時 にも い ろ い ろ と 考 え さ せ られ る こ と が あ っ た 。 こ れら の 経 験 を 紹 介 し 、 参 加者 と 『 学 術 や 研 究 と は 何だ ろ う か 』 と 考 え た い 」と 梶 田 さ ん 。　

東 京 大 卓 越 教 授 ・ 特 別
栄 誉 教 授 の 梶 田 さ ん は 、１ ９ ５ ９ 年 埼 玉 県 生 まれ 。

8 1年 に 埼 玉 大 理 学 部

を 卒 業 後 、 東 京 大 大 学 院理 学 系 研 究 科 に 入 り 、 小柴 昌 俊 さ ん （ ２ ０ ０ ２ 年に ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 受賞 ） の 研 究 室 で 学 ん だ 。１ ９ ９ ８ 年 、 観 測 装 置「 ス ー パ ー カ ミ オ カ ンデ 」 で 、  「 ニ ュ ー ト リ ノ振 動 」 と い う 現 象 を 発見 。 翌

9 9年 に 物 理 学 の 学

術 賞 「 仁 科 記 念 賞 」 を 受賞 。 ２ ０ １ ２ 年 に 日 本 学士 院 賞 を 受 け 、

1 5年 に は

文 化 勲 章 を 受 章 。 文 化 功労 者 に も 選 ば れ た 。　
「 超 一 流 の 学 者 が 、 学

　
通 常 は 公 開 さ れ て い な

い 「 秘 仏 」  、 神 福 寺 （ 山口 市 八 幡 馬 場 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

３ ３ ８ ０ ） の

「 木 造 十 一 面 観 音 立 像 」（ 国 指 定 重 要 文 化 財 ）が 、

1 8日  （ 土 ）  に 「 御 開

帳 」 さ れ る 。 時 間 は 午 前９ 時 半 か ら 午 後 ０ 時 半 まで 。 過 去 に 公 開 さ れ た 記録 は 焼 失 し て い る た め 、何 年 ぶ り の お 披 露 目 に なる か は 不 明 と い う 。　
こ の 像 は 、 唐 時 代 後 期

　
２ ０ １

５ 年 に「 ニ ュ ート リ ノ が質 量 を もつ こ と を示 す ニ ュー ト リ ノ振 動 の 発見 」 で ノー ベ ル 物理 学 賞 を受 賞 し た梶 田 隆 章

さ ん に よ る 講 演 会 「 学 術や 研 究 と は 何 だ ろ う か ？〜 私 の 経 験 か ら 」 が 、

2 1

日  （ 火 ）  午 後 ５ 時 半 か ら ７時 ま で 、 山 口 大 吉 田 キ ャン パ ス （ 山 口 市 吉 田 ） 内の 大 学 会 館 で 開 か れ る 、聴 講 は 無 料 で 、 予 約 も 不要 。 同 大 な ど の 主 催 。　 「 こ れ ま で

4 0年 以 上 に

わ た り 、 ニ ュ ー ト リ ノ や

術 の 意 義 に つ い て 目 の 前で 語 る の を 聞 く と い う チャ ン ス は め っ た に な い 。講 演 会 後 に は 梶 田 さ ん を囲 ん で 集 合 写 真 を 撮 る 予定 。 ぜ ひ 参 加 し て ほ しい 」 と 主 催 者 。　
な お 、 Ｚ ｏ ｏ ｍ で の 聴

講 も 可 能 。 Ｕ Ｒ Ｌ 等 は 、後 日 ウ ェ ブ サ イ ト （ 二 次

「 学 術 や 研 究 と は 何 だ ろ う か ？ 」

ノ ー ベ ル 賞 ・ 梶 田 隆 章 さ ん が 講 演
2 1日

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

元 コ ー ドか ら ） に掲 載 さ れる 。

に 中 国 で 製 作 さ れ た と 考え ら れ て い る 、 高 さ

4 5㌢

の 一 木 造 り で 、 一 般 公 開は さ れ て い な い 。 昨 年

1 2

月 、 周 南 市 在 住 の 仏 像 彫刻 師 ・ 林 敏 廣 さ ん ら に よっ て 制 作 ・ 寄 贈 さ れ た レプ リ カ が 「 お 前

ま え

立 だ ち

本 尊 」

と し て 設 置 、 開 眼 供 養 され た 。 そ れ を 機 に 、  「 秘仏 の 御 開 帳 を 」 と の 声 が多 く 寄 せ ら れ た た め 、 公開 が 決 ま っ た も の 。　
「 観 音 様 と 御

お

手
て

綱 づ な

（ 五

色 の 線 ） で 結 ん だ 五

ご

鈷
こ

杵 し ょ

（ 密 教 法 具 ） を 手 に す るこ と で 、 観 音 様 と ご 縁 を結 ぶ 礼 拝 作 法 と す る 」と 、 西 園 尚 司 住 職 。　
写 真 ・ 動 画 の 撮 影 や 配

信 は 禁 止 だ 。

神 福 寺 が  「 御 開 帳 」

秘 仏  「 十  一  面 観 音 立 像 」１ ８ 日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 １ ５ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

当 日 の 様  子2 0 2 4 年 度 開 催 時 の 様 子

 １ 行 記 事　 吹 奏 楽 団 「 山 口 ウ ィ ン ド オ ー ケ ス ト ラ 」 の ２ ４ 回 目 と な る 定 期 演 奏 会 が 、 １ ９ 日 （ 日 ） 午 後 ２ 時 か ら 、 維 新 百 年 記 念 公 園 野 外 音 楽 堂 で 開 か れ る 。 入 場 無 料 。

2 1 0 7

山 口 県 立 大 学 と 共 催 で 、小 学 生 の  「 食 育 活 動 プ ロ グ ラ ム 」を 実 施 し ま し た　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 健 康 に 生 活 し て い く た め に 子 ど も の 時

か ら 食 に 関 す る 知 識 を 得 る 機 会 と し て 、 様 々 な 食 育 活 動 を 応 援す る 中 で 、 山 口 県 立 大 学 と 提 携 し た 食 育 体 験 プ ロ グ ラ ム を 実 施し て い ま す 。　
９ 月

2 8日 、 コ ー プ こ こ と 「 と く や ま 店 」 に て 、 キ ッ ズ も ぐ も

ぐ チ ャ レ ン ジ 「 ゴ ハ ン ジ ャ ー と 学 ぼ う ！ お い し い 魚 の ひ み つ 〜ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 探 検 〜 」 を 山 口 県 立 大 学 看 護 栄 養 学 部 栄 養学 科 の 皆 さ ん と 共 催 い た し ま し た 。　
当 日 は 、 小 学 校 １ 年 〜 ３ 年 生

1 2人 が 参 加 し 、 魚 が 食 卓 に 並 ぶ

ま で の 工 程 や 鮮 度 の 良 い 魚 の 見 分 け 方 ・ 上 手 な 食 べ 方 等 を 学 習す る と と も に 、 県 大 生 と 一 緒 に 、 コ ー プ の 店 舗 内 の 売 場 や バ ック ヤ ー ド 、 調 理 場 、 冷 蔵 庫 等 の 見 学 を 行 い ま し た 。 お 昼 は 自 分で 料 理 し た 魚 の ホ イ ル 焼 き を み ん な で 楽 し く 食 べ ま し た 。

■ 講 座 の 概 要　
高 齢 化 が 進 む 地 域 で 暮 ら し 続 け る に は 、 住 民 に よ る 見 守 り 活 動 や 助 け

合 い 活 動 が 必 要 で す 。 こ の 講 座 で は 、 事 例 紹 介 を 通 し て 活 動 の 意 義 や その し く み を 説 明 し 、 意 見 交 換 を 通 し て お 住 い の 地 域 に お け る 活 動 の あ り方 を 一 緒 に 考 え て み た い と 思 い ま す 。■ 講 師山 口 県 立 大 学

　
社 会 福 祉 学 部

社 会 福 祉 学 科

　
教 授

坂 本

　
俊 彦

　
氏

■ 日 時 ・ 会 場
1 0月

2 7日 （ 月 ）

1 0時

3 0分 〜 正 午

ス タ ー ピ ア く だ ま つ

　
３ Ｆ

　
会 議 室 １ ・ ２

（ 下 松 市 中 央 町

2 1
－ １ ）

◆ お 申 込 み ・ お 問 合 せ

　 　

1 0月

2 3日  （ 木 ）  ま で

コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

山 口 県 立 大 学 と 共 催 で 講 座 を 開 設
1 0月

2 7日  （ 月 ）

私 ら し く 生 き る 生 き か た 講 座 参 加 者 募 集 ！
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
徳 地 人

形 浄 瑠 璃保 存 会
（ 池 田 大

乗 会 長 ）に よ る 二つ の イ ベン ト が 、
1 8 

 
 

日

（ 土 ）  と

1 9

日  （ 日 ）  に開 か れる 。

daijo
@g

mail.co
m

） へ 、

氏 名 ・ 枚 数 を メ ー ル で 伝え る 。　
翌

1 9日 に は 、  「 文 楽 と

徳 地 人 形 浄 瑠 璃

－

原 点 回

帰 。 そ し て 、 未 来 へ 」 が開 催 さ れ る 。 時 間 は 午 前
1 0時 半 か ら 午 後 １ 時 ま で

で 、 会 場 は 山 口 市 徳 地 文化 ホ ー ル （ 山 口 市 徳 地堀 ）  。 入 場 無 料 。　
ま ず 、 約

5 0年 間 に わ た

り 徳 地 人 形 浄 瑠 璃 の 保 存活 動 に 取 り 組 ん で い る 中央 小 学 校 の ６ 年 生 児 童

1 0

人 が 、  「 絵 本 太 功 記

 

尼 ヶ

崎 の 段 」 を 一 部 （ 約

1 8

分 ） 上 演 す る 。　
次 に 、 竹 本 咲 寿 太 夫 と

鶴 澤 清 志 郎 が 同 じ 演 目 の全 体 （ 約

7 0分 ） を 、 素 浄

瑠 璃 で 披 露 す る 。　
上 演 後 に は 、  「 後 継 者

育 成 の き っ か け に 」 と 、文 楽 座 の ２ 人 に よ る 児 童へ の ワ ー ク シ ョ ッ プ も 壇上 で 実 施 。 終 了 後 に は 、も ち ま き も 予 定 さ れ て いる 。　
問 い 合 わ せ は 、 徳 地 地

域 交 流 セ ン タ ー （

☎
０ ８

３ ５

－

５ ２

－

０ ２ １ ７ ）

へ 。

　

1 8日 に あ る の は 「 酒 蔵

文 楽 体 験 」 で 、 時 間 は 午後 ３ 時 か ら ５ 時 頃 ま で 。会 場 は 、 国 指 定 登 録 有 形文 化 財 の 旧 案 野 酒 場 酒 造場 （ 山 口 市 徳 地 島 地 ）  。　
大 阪 の 「 人 形 浄 瑠 璃 文

楽 座 」 か ら 、 竹 本 咲 寿 太夫 （ 太 夫 ＝ 語 り 手 ） と 鶴澤 清 志 郎 （ 三 味 線 ） が 来山 。 素 浄 瑠 璃 （ 語 り と 三味 線 の み ） で 、  「 傾 城 阿波 の 鳴 門

　
巡 礼 歌 の 段 」

を 演 じ る 。　
入 場 料 は １ ０ ０ ０ 円

で 、 中 学 生 以 下 は 無 料 。チ ケ ッ ト 希 望 者 は 、 池 田会 長 （

０ ８ ０

－

３ １ ７

１

－

７ ２ ６ ９ 、

i
ke

da 

　
西 京 シ ネ ク ラ ブ （ 大 久

保 雅 子 代 表 ） は 、

1 8日 に

「 ゲ ッ べ ル ス

 

ヒ ト ラ ー を

プ ロ デ ュ ー ス し た 男 」
（ ２ ０ ２ ４ 年 、 ド イ ツ ・

ス ロ バ キ ア ） を 上 映 する 。 会 場 は 山 口 市 民 会 館
（ 山 口 市 中 央 ２ ） 小 ホ ー

ル で 、 上 映 時 間 は 午 前

1 0

時 半 、 午 後 ２ 時 、 ７ 時 から の ３ 回 。　
ア ド ル フ ・ ヒ ト ラ ー が

１ ９ ３ ３ 年 に ド イ ツ 首 相に 就 任 し て か ら

4 5年 に 亡

く な る ま で 、 プ ロ パ ガ ンダ を 主 導 す る 宣 伝 大 臣 とし て 国 民 を 扇 動 し た ヨ ーゼ フ ・ ゲ ッ ベ ル ス の 半 生を 描 い た 作 品 だ 。 ２ ０ ２４ 年 ミ ュ ン ヘ ン 映 画 祭 で観 客 賞 を 受 け た 。 監 督 ・脚 本 は ヨ ア ヒ ム ・ Ａ ・ ラン グ 。 ゲ ッ ベ ル ス 役 は ロベ ル ト ・ シ ュ タ ッ ト ロ ーバ ー 、 ヒ ト ラ ー 役 は フ リッ ツ ・ カ ー ル が 演 じ た 。　 「 本 作 に は 、 ヒ ト ラ ーや ゲ ッ ベ ル ス の 実 際 の 映像 が 挿 入 さ れ て お り 、 俳優 が 演 じ る ド ラ マ と 巧 みに つ な が れ て い る 。 強 制

収 容 所 の 写 真 も 使 わ れ てお り 、 見 る の が つ ら い 場面 も あ る と 思 う が 、 歴 史に 学 ぶ こ と は 多 い と 感 じる 」 と 、 大 久 保 代 表 は 話し て い る 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。

次 回 は 1 0 月 2 2 日 掲 載

︻ 補 聴 器 相 談 ︼

補 聴 器 の

相 談 事 、 新 規 ご 購 入 検討 、 買 い 替 え 検 討 、 調 整な ど 。● 試 聴 器 無 料 貸 出

： 実 際

の 生 活 環 境 で お 試 し 、 ご体 験 で き ま す 。● 認 定 補 聴 器 技 能 者 が 丁寧 に 分 か り や す く ご 説 明い た し ま す 。お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ くだ さ い 。 聴 こ え ・ サ ポ ート セ ン タ ー

☎
０ ８ ３

－

９

２ ９

－ ３ １ ３ ３

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 7日  （ 金 ）  ~

1 9日

（ 日 ）  :

秋 の 特 選 会

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 0日

1 8・

1 9日

文 楽 座 か ら 技 芸 員 ２ 人 が 来 山

徳 地 で 人 形 浄 瑠 璃 イ ベ ン ト

「 ゲ  ッ  べ  ル  ス

 

ヒ  ト ラ ー を プ  ロ  デ  ュ  ー  ス  し た 男 」

西 京 シ ネ ク ラ ブ が 上 映

１ ８ 日
 酒 蔵 文 楽 体 験

 文 楽 と 徳 地 浄 瑠 璃

（ 月 ）  :

間 鍋 竹 士 作 陶 展 、

村 上 真 実 作 品 展

お 知 ら せ

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 2 7

兵 力 差 は い か んと も し が た く 、

南 朝 方 の 命 運 も は や こ れ まで か

―
と い う 場

シーン

面 で あ る

▼ 左 方 か ら 雨 あ ら れ と 降 り注 ぐ 矢 。 終 わ る こ と の な いそ の 攻 撃 を 刀 で 振 り 払 う 和田 正 朝 。 左 手 は 力 尽 き た 仲間 の 肩 を む ん ず と 掴 み 、 その 体 を 盾 代 わ り に 使 う 。 しか し 、 和 田 の 奮 闘 む な しく 、 大 将 、 正 行 に は す で に５ 本 の 矢 が ・ ・ ・ ▼ そ の時 、 足 許 で 息 も 絶 え 絶 え の側 近 が 頭 か ら 血 を 流 し な がら 、 こ う い う の で あ る

―

「 と 、 殿 、 も は や こ れ ま でで ご ざ る 。 ご 覚 悟 を 」  （ アク シ ョ ン 映 画 さ な が ら の 国芳 演 出 に の せ ら れ た 私 の 妄想 で す 。 お 許 し く だ さ い ）  。※  「 歌 川 国 芳 展 」 よ り （ 会期 中 大 幅 な 展 示 替 え あ り 。前 期 は

1 0月

2 6日 ま で 。 会 期

は

1 1月

2 4日 ま で ）

　
正 平 ３ 年 （ １ ３ ４ ８ ） １

月 ５ 日 。

1 0時 か ら 始 ま っ た

戦 闘 は 、 す で に ７ 時 間 が 経過 し よ う と し て い た 。 一 時は 、 北 朝 方 の 大 将 、 高

こ う の

師 も ろ

直 な お

を あ わ や と い う と こ ろ ま で追 い 詰 め た 楠 木 正

ま さ

行 つ ら

（ 正
ま さ

成 し げ

の
婻
男 ）  。 し か し 、 ３ 千 対

６ 万 と も い わ れ る 桁 違 い の 楠 木 正 行 、逝 く 。《 四 条 縄 手 の 戦  い 》  （ 部 分 ）１  ８  ５  ７ 年

　
歌 川 国 芳

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

 １ 行 記 事　 ２ ０ 日 （ 月 ） ま で 、 Ｓ Ｓ Ｓ ス ポ ー ツ プ ラ ザ 大 内 店 ・ 吉 敷 店 が 「 秋 の 入 会 キ ャ ン ペ ー ン 」 を 展 開 中 。 入 会 金 ・ 登 録 料 が ０ 円 か つ 月 会 費 も ２ カ 月 間 お 得 に な る 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 １ ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


